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8 月日本は大変な猛暑に見舞われました。ウガンダはこの季節は乾季です。しか
し、週によっては連日午後に雷が鳴り夜の気温は 15 度位まで下がる日もかなりあり
ました。気候変動は文字通り世界的規模です。今月は横浜で TICAD 9 が開催されま
した。ウガンダからはアルポ副大統領を団長に三人の閣僚を含む大勢の代表団が参

加しました。TICAD9 については別途ご報告いたします。 
１、カンパラでの日本酒プロモーション 
 ユネスコ世界遺産にも登録されている和食は世界的な人気です。ウガンダでも例外

ではありません。カンパラには 2018 年に開業した Yamasen という日本食レストラン
が有名です。Yamasen を舞台に「Sake Pairing  Night」と題した日本酒のプロモーシ
ョンが行われました。 
 出展されたのは岩手県二戸市に本社を置く「南部美人」です。インドから Sake Mom
こと江岡美香さんが駆けつけ、日本食とのペアリングが行われました。 
 筆者は 5 月に日本に帰国した際、二戸市の南部美人社を訪問しました。同社は輸
出に力を入れています。アフリカにもマーケットの拡大を目指してプロモーションされ

ています。 
 地元ウガンダの食材もふんだんに使った和食と日本のお酒とのペアリングは参加

者にも大変好評でした。もともとウガンダの料理は野菜が中心となるものも多く油もそ

れほど使うわけではありません。香辛料も控えめです。地元食材の和食へのアレンジ

また日本酒との相性も可能性が高いと思いました。 
 カンパラでは地元で日本酒を醸造する試みも行われようとしています。和食、日本

酒の浸透、そして日本への理解が深まっていくことを期待したいと思います。 
  
 

［Sake Mom Mika Eoka さん］                ［会場の様子］ 

 



 

［ペアリングメニュー］     

［南部美人社久慈社長と（岩手県二戸市）］ 

 

２．飯島勲内閣官房参与と日本財団尾形武寿会長のウガンダ訪問 

 8月 26日、飯島参与と尾形会長がウガンダを訪問されました。 

 飯島参与は長くウガンダに関わり支援をされています。今回は日本財団尾形会長と

ともにウガンダを訪問されました。主な目的は退役軍人用リハビリセンターへのトレー

ニング機材の供与式ご出席です。この案件は 2019年（令和元年）に飯島参与がウガ

ンダを訪問された際、ウガンダ側から退役軍人への支援を要請されたのがきっかけ

です。要請を受けて日本財団がトレーニング機器を寄贈しました。退役軍人省は首都

カンパラから車で３時間ほどの位置にあるムベンデ県にリハビリ施設を保有しており

そこに機器が設置されたのです。 

 ウガンダ国防軍（UPDF）はアフリカ諸国での平和維持活動など国際的にも活動して

います。その一方で退役軍人や身体的、精神的に障害を受けた方々への支援は容

易ではありません。日本の ODAのスキームでは適当なスキームも見当たらないとこ

ろ、日本財団が支援を引き受けたという経緯があります。ウガンダ退役軍人省も大変

な謝意を示していました。 



 
［供与式の様子］                      ［供与された器具］ 

                              

供与式に先立ち飯島参与と尾形会長はムセベニ大統領を表敬されました。 

現在ウガンダは来年 1月にも実施される大統領選挙に向けて機運が高まっておりま

すが大統領は古くからの友人に時間をとっていただいた形です。飯島参与も出席され

た横浜における TICAD９などが話題に上りました。 

 

（以上） 


